
一
「
本
朝
絶
句
評
釋
」
文
學
士
久
保
天
隨
著

（
東
京
文
學
館
、
明
治
三
十
五
年
刊
、
正
價
金
十
八
錢
、
九
六
頁
）

十
七
家
、
七
十
六
首
を
收
録
す
。
う
ち
八
首
は
頼
山
陽
、
六
首
は
梁
田
蛻
嚴
。
次
い
で
五
首
は
絶
海
、
物
徂
徠
、
菅
茶

山
、
廣
瀬
淡
窗
、
梁
川
星
巖
、
藤
井
竹
外
、
森
春
濤
、
丹
羽
花
南
、
成
島
柳
北
、
竹
添
井
々
の
各
氏
。

二
「
日
本
正
氣
詩
選

完
」
男
鹿
部
朝
陽
編
選

（
藍
外
堂
書
舗
、
明
治
四
十
四
年
刊
、
正
價
金
四
拾
錢
）

七
百
餘
家
の
詠
賦
、
長
篇
短
篇
九
百
四
十
餘
首
を
收
録
す
。

三
「
本
朝
名
家
詩
文
」
文
學
博
士
岡
田
正
之
・
文
學
士
佐
久
節

編

（
合
資
會
社
明
治
出
版
社
、
初
版
大
正
六
年
、
大
正
十
年
刊
三
版
。
本
文
七
六
七
ペ
ー
ジ
）

近
世
大
家
の
手
に
成
る
名
文
よ
り
そ
の
精
粹
を
聚
む
。
編
者
曰
く
、
「
青
年
子
弟
の
讀
書
力
、
作
文
力
を
養
ひ
、
兼
ね

て
徳
性
と
趣
味
を
養
ふ
料
に
も
と
編
纂
す
」
と
。

内
容
の
一
端
を
幾
つ
か
例
示
せ
ば
以
下
の
如
し
。
鹽
谷
宕
陰
（
幕
府
の
儒
官
）
の
「
近
古
史
談
引
」
は
、「
近
古
史
談
」

（
大
槻
盤
溪
著
）
の
序
文
な
り
。
曰
く
、
「
憶
ふ
昔
山
陽
頼
氏
に
京
師
に
従
ひ
し
と
き
、
間
（
申
の
刻
、
午
後
四
時
頃
）

酒
に
侍
し
、
前
古
英
雄
の
事
蹟
を
縦
譚
し
以
て
常
と
な
す
。」
と
。

頼
山
陽
の
「
不
識
庵
機
山
を
撃
つ
の
圖
に
題
す
」
は
、
上
杉
謙
信
（
不
識
庵
）
の
武
田
信
玄
（
機
山
）
の
陣
に
斬
り
込

み
た
る
際
の
謙
信
の
心
事
を
詠
む
。
曰
く
、
「
鞭
聲
肅
々
と
し
て
夜
河
を
過
ぐ
。
曉
に
見
る
千
兵
の
大
牙
を
擁
す
る
を
。

遺
恨
な
り
十
年
一
劒
を
磨
き
。
流
星
光
底
長
蛇
を
逸
す
。」
と
。
安
井
息
軒
の
「
三
計
塾
の
記
」
は
、
息
軒
の
三
計
を
以

て
塾
名
と
し
た
る
理
由
を
學
生
に
示
し
た
る
も
の
な
り
。
曰
く
、
「
三
計
と
は
何
ぞ
や
。
一
日
の
計
は
朝
に
在
り
。
一
年

の
計
は
春
に
在
り
。
一
生
の
計
は
少
壯
の
時
に
在
る
な
り
。
何
を
以
て
吾
が
塾
に
名
づ
け
た
る
。
諸
生
の
晏
起
と
春
嬉

と
を
慮
れ
ば
な
り
。」
と
。
重
野
安
繹
の
「
霞
關
臨
幸
記
」
は
、
明
治
天
皇
の
霞
關
大
久
保
利
通
邸
に
幸
せ
ら
れ
た
る
こ

と
を
述
べ
た
も
の
な
り
。
曰
く
、
「
明
治
九
年
四
月
十
九
日
、
車
駕
參
議
兼
内
務
卿
大
久
保
利
通
の
第
に
幸
し
給
ふ
。
第

は
霞
關
に
在
り
。
地
勢
高
爽
に
し
て
下
城
市
を
瞰
む
。
凡
そ
官
署
の
布
置
、
肆
禍
の
交
錯
、
燦
と
し
て
眉
睫
に
列
る
。
東

南
海
を
望
め
ば
、
風
帆
雲
鳥
、
碧
波
浩
蕩
の
中
に
出
没
す
。
其
の
灣
泊
に
は
、
則
ち
歐
艦
美
舶
麕
至
輻
輳
し
、
旗
章
搖
搖

と
し
て
日
に
閃
く
」
と
。

四
「
日
本
名
詩
評
釋
」
近
藤
元
精
編
纂

（
大
正
六
年
刊
、
定
價
八
拾
錢
、
本
文
二
九
九
頁
）

上
古
詩
、
弘
文
天
皇
よ
り
阿
部
仲
麿
ま
で
。
中
古
詩
、
平
城
天
皇
よ
り
釋
蓮
禪
ま
で
。
近
古
詩
、
藤
原
定
家
よ
り
上
杉

謙
信
ま
で
。
近
世
詩
、
石
川
凹
よ
り
小
野
長
愿
ま
で
。

五
「
新
撰

名
家
詩
集

全
」

一

日
本
漢
詩
の
世
界

土
屋

博

つ
ち
や

ひ
ろ
し



（
有
朋
堂
文
庫
、
昭
和
二
年
刊
、
五
五
〇
頁
）

例
言
に
曰
く
、
「
諸
家
以
没
年
先
後
次
第
之
」
と
。
收
録
は
伊
藤
仁
齋
、
林
羅
山
、
石
川
丈
山
よ
り
小
野
湖
山
ま
で
の

六
十
名
。

六
「
興
國
詩
選

皇
朝
篇
」
鹽
谷
温
著

（
弘
道
館
、
昭
和
六
年
刊
、
定
價
金
參
圓
、
本
文
五
四
四
頁
）

著
者
鹽
谷
温
（
一
八
七
八
年
生
、
一
九
六
二
年
歿
）
は
、
漢
學
者
鹽
谷
靑
山
の
子
息
と
し
て
東
京
に
生
ま
る
。
（
大
叔

父
は
江
戸
後
期
の
儒
者
鹽
谷
宕
陰
。）
東
京
帝
國
大
學
漢
學
科
卒
業
の
の
ち
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
、
北
京
等
に
留
學
し
、
一
九

二
〇
年
東
大
教
授
。
序
に
曰
く
、
「
余
曩
に
獨
逸
學
生
會
の
詠
吟
集
に
倣
ひ
皇
漢
名
家
の
詩
數
百
首
よ
く
人
口
に
膾
炙
せ

る
も
の
を
纂
め
て
「
學
生
必
吟
」
を
撰
し
、
後
改
編
し
て
訓
讀
を
加
へ
「
朗
吟
詩
選
」
と
稱
す
。
弘
道
館
主
人
更
に
之
が

註
釋
を
下
し
て
廣
く
世
に
行
は
ん
と
請
ふ
。
是
に
於
て
皇
朝
と
漢
土
に
分
ち
篇
什
を
増
補
し
解
釋
評
論
を
施
し
更
に
名

づ
け
て
「
興
國
詩
選
」
と
い
ふ
」
と
。
用
意
周
到
、
こ
の
種
の
書
籍
と
し
て
決
定
版
と
覺
ゆ
。

七
「
註
解

興
國
朗
吟
詩
集

皇
朝
篇
」
木
村
岳
風
編

（
桑
文
社
、
昭
和
八
年
刊
、
金
參
拾
錢
、
一
二
八
頁
）

題
辞
は
、
農
林
大
臣
後
藤
文
夫
「
神
振
魂
叫
」、
海
軍
大
將
荒
木
貞
夫
「
聲
韻
振
氣
」、
前
文
部
大
臣
鳩
山
一
郎
「
皇
風

宣
揚
」、
東
大
教
授
鹽
谷
温
「
興
皇
風
」。

八
「
漢
詩
吟
詠

養
氣
集
」
二
松
學
舎
濟
齋
道
人
輯

（
静
思
書
院
、
昭
和
十
一
年
改
訂
増
補
十
版
、
定
價
金
五
拾
銭
、
本
文
一
七
六
頁
）

初
版
は
昭
和
六
年
。
著
者
山
田
準
は
山
田
方
谷
の
孫
娘
の
婿
に
し
て
二
松
學
舎
の
學
長
を
務
め
た
る
人
物
。
日
本
漢

詩
の
代
表
作
を
收
録
し
、
携
帯
に
極
め
て
便
利
。
解
説
は
必
要
最
小
限
な
れ
ば
、
各
頁
披
く
に
殆
ど
漢
字
ば
か
り
な
り
。

七
言
絶
句

菅
原
道
眞
「
重
陽
後
一
日
」
よ
り
山
田
濟
齋
ま
で
。
五
言
絶
句

菅
原
道
眞
「
自
詠
」
よ
り
山
田
方
谷
ま
で
。

律
體

菅
原
道
眞
「
九
日
後
朝
同
賦
秋
思
鷹
制
」
よ
り
落
合
東
郭
ま
で
。
古
體

秋
山
玉
山
よ
り
山
田
濟
齋
ま
で
。

九
「
日
本
名
文
鑑
賞

漢
詩
漢
文
篇
」
高
須
芳
次
郎
編
著

（
厚
生
閣
、
昭
和
十
一
年
刊
、
三
七
〇
頁
）

た
と
へ
ば
、
叙
事
篇
に
は
大
久
保
利
通
「
通
州
を
下
る
」、
叙
情
篇
に
は
黒
澤
忠
三
郎
「
絶
命
詞
」、
叙
景
篇
に
は
梁
川

星
巖
「
藍
川
秋
聲
」、
詠
史
篇
に
は
頼
山
陽
「
蒙
古
來
」、
雜
篇
に
は
廣
瀬
淡
窗
「
桂
林
荘
雜
詠
」
を
收
録
す
。

十
「
皇
朝

朗
吟
集
」
國
分
靑
厓
校
閲
、
三
好
凌
石
撰
註

（
三
省
堂
、
昭
和
十
二
年
二
十
五
版
、
定
價
金
拾
五
錢
、
一
〇
四
頁
）

初
版
は
昭
和
十
一
年
。

十
一
「
日
本
百
人
一
詩
」
土
屋
竹
雨
著

（
砂
子
屋
書
房
、
昭
和
十
八
年
七
月
刊
、
定
價
貳
圓
五
拾
錢
＋
特
別
行
為
税
相
當
額
十
五
錢
、
四
〇
五
頁
）

著
者
序
に
曰
く
、
「
百
人
一
詩
の
選
は
、
足
利
時
代
僧
横
川
を
初
め
と
し
、
徳
川
時
代
初
期
林
羅
山
の
本
朝
百
人
一
詩
、

二



末
期
大
槻
盤
溪
の
「
百
人
一
詩
」
あ
り
」
と
。
本
書
に
て
は
、
七
言
絶
句
の
一
體
に
限
り
、
平
安
朝
よ
り
明
治
末
葉
ま
で

の
作
家
を
含
み
、
立
意
正
し
く
格
調
整
ひ
日
本
精
神
の
遺
憾
な
く
發
露
せ
る
も
の
に
し
て
而
も
難
解
の
嫌
な
く
人
心
に

入
り
易
き
も
の
採
用
せ
ら
る
。
菅
原
道
眞
「
九
月
十
日
」
よ
り
乃
木
希
典
「
金
州
城
下
作
」
ま
で
を
收
録
す
。

十
二
「
日
本
名
家
絶
句
抄
」
紀
本
縄
著

（
照
林
堂
書
店
、
昭
和
十
八
年
八
月
刊
、
定
價
貳
圓
＋
特
別
行
為
税
相
當
額
八
錢
、
二
四
七
頁
）

自
序
よ
り
、
「
一
億
臣
民
は
八
紘
一
宇
の
肇
國
精
神
を
昂
揚
し
士
氣
の
旺
盛
を
圖
り
以
て
盡
忠
報
國
の
志
を
遂
行
せ
ざ

る
可
か
ら
ず
。
其
の
方
法
多
々
あ
る
べ
し
と
雖
も
、
余
は
詩
に
依
り
て
そ
の
性
情
を
高
潔
に
し
思
念
を
錬
成
す
る
の
適

當
な
る
を
信
ず
」
と
。

十
三
「
日
本
百
人
一
詩
帖
」
林
祖
洞
著

（
碧
山
房
、
昭
和
十
八
年
十
一
月
刊
、
定
價
金
三
圓
、
五
九
頁
）

土
屋
竹
雨
著
の
「
日
本
百
人
一
詩
」
に
準
拠
し
た
る
書
道
手
本
な
り
。
「
日
本
百
人
一
詩
」
は
大
東
文
化
學
院
を
中
心

と
す
る
教
授
た
ち
の
選
定
し
た
る
も
の
の
由
。
菅
原
道
眞
「
九
月
十
日
」、
巨
勢
識
人
「
奉
和
塞
下
曲
」、
釋
雪
村
「
萱
」

よ
り
、
乃
木
希
典
「
金
州
城
下
作
」
ま
で
。

十
四
「
日
本
百
人
一
詩
帖
」

（
清
雅
堂
、
昭
和
十
九
年
刊
）

松
井
如
流
書
。
和
綴
。

十
五
「
朗
吟
詩
選
」
吉
村
岳
城
著

（
學
精
社
、
昭
和
二
十
六
年
刊
、
定
價
百
五
十
圓
、
一
六
〇
頁
）

は
し
が
き
に
よ
ら
ば
、
昭
和
十
一
年
に
日
本
藝
道
聯
盟
よ
り
「
朗
吟
詩
選
」
上
中
下
三
巻
を
世
に
出
す
も
、
そ
の
後
の

戦
争
、
被
占
領
下
六
年
を
経
て
、
講
和
獨
立
に
際
會
す
る
に
當
り
、
精
神
の
復
活
を
期
待
す
る
も
の
の
由
。

十
六
「
新
釋
漢
文
大
系

日
本
漢
詩

上
下
」
猪
口
篤
志
著

（
明
治
書
院
、
昭
和
四
十
七
年
刊
、
合
計
七
六
四
頁
）

二
百
五
拾
餘
首
を
收
録
す
。
上
巻
に
は
大
友
皇
子
「
侍
宴
」
よ
り
吉
村
重
郷
「
舟
至
由
良
港
」
ま
で
、
下
巻
に
は
佐
久

間
象
山
「
送
吉
田
義
卿
」
よ
り
磯
部
覺
太
「
屋
島
懐
古
」
ま
で
。

十
七
「
日
本

漢
詩
百
選
」
安
藤
英
男
著

（
大
陸
書
房
、
昭
和
五
十
二
年
刊
、
定
價
千
八
百
圓
、
二
七
〇
頁
）

著
者
は
一
九
二
七
年
生
れ
、
の
元
銀
行
マ
ン
（
太
陽
神
戸
銀
行
）
に
し
て
市
井
の
頼
山
陽
研
究
家
、
本
書
に
は
菅
原
道

眞
「
九
月
十
日
」
よ
り
徳
富
蘇
峰
「
壬
辰
新
年
」
ま
で
を
收
録
す
。

十
八
「
日
本
漢
詩
鑑
賞
辞
典
」
猪
口
篤
志
著

（
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
五
年
刊
）
六
一
六
頁
）

三



著
者
は
明
治
書
院
の
「
日
本
漢
詩
」
上
下
（
其
処
に
は
二
百
五
十
首
程
度
收
録
）
の
著
者
。
本
書
に
て
は
三
百
八
十
首

を
收
録
す
。
た
と
へ
ば
、
鹽
谷
温
の
代
表
作
と
し
て
「
埃
及
懐
古
」
掲
載
せ
ら
る
。

十
九
「
漢
文
名
作
選

五

日
本
漢
文
」

（
大
修
館
、
昭
和
五
十
九
年
刊
、
定
價
千
八
百
圓
、
本
文
二
六
七
頁
）

漢
詩
篇
は
、
釋
弁
正
の
「
在
唐
憶
本
郷
」
よ
り
土
屋
竹
雨
の
「
芳
山
懐
古
」
ま
で
約
九
十
首
を
收
録
す
。
（
文
章
篇
に

は
、
日
本
外
史
、
近
古
史
談
、
言
志
四
録
等
の
抜
粹
を
收
む
。）

二
十
「
日
本
漢
詩
紀
行
」
渡
部
英
喜
著

（
東
方
書
店
、
平
成
七
年
刊
、
定
價
二
千
三
百
圓
、
二
〇
八
頁
）

九
州
の
う
た
（
南
洲
、
淡
窗
、
山
陽
な
ど
）、
中
國
・
四
國
の
う
た
（
漱
石
、
子
規
、
細
川
頼
之
な
ど
）、
近
畿
の
う
た

（
茶
山
、
星
巖
、
鐵
兜
な
ど
）、
中
部
の
う
た
（
細
香
、
丈
山
、
謙
信
な
ど
）、
關
東
の
う
た
（
春
臺
、
虎
山
な
ど
）、
東

北
・
北
海
道
の
う
た
（
君
平
、
盤
溪
な
ど
）。

二
十
一
「
新
書
漢
文
大
系
七

日
本
漢
詩
」
猪
口
篤
志
著

（
明
治
書
院
、
平
成
八
年
刊
、
定
價
九
八
〇
圓
、
二
四
二
頁
）

新
釋
漢
文
大
系
の
簡
略
版
に
し
て
、
持
ち
運
び
に
便
利
な
り
。

二
十
二
「
百
人
一
詩
」
遠
藤
鎮
雄
著

（
錦
正
社
、
平
成
八
年
刊
、
貳
千
貳
百
圓
、
二
三
〇
頁
）

新
古
書
と
し
て
す
ず
ら
ん
通
り
錦
正
社
ワ
ゴ
ン
に
て
購
入
す
。
土
屋
竹
雨
著
「
日
本
百
人
一
詩
」
に
て
選
定
せ
ら
れ
た

る
詩
を
遠
藤
氏
な
り
に
新
た
に
解
説
し
た
る
も
の
。
菅
原
道
眞
「
九
月
十
日
」
よ
り
、
乃
木
希
典
「
金
州
城
下
作
」
ま
で
。

書
道
界
の
重
鎮
な
り
し
田
中
眞
治
氏
の
白
文
の
書
附
き
。

二
十
三
「
日
本
漢
詩
」
（
有
限
會
社
イ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
製
作
のD

V
D

、
絶
版
）

左
大
臣
光
永
（
學
習
院
大
學
ド
イ
ツ
語
科
中
退
）
の
朗
讀
に
合
せ
、
漢
字
の
白
文
と
相
應
し
き
自
然
の
景
色
、
畫
面
に

現
は
る
。
音
樂
も
邪
魔
と
な
ら
ず
、
新
時
代
に
相
應
し
き
教
育
法
か
と
覺
ゆ
。

（
令
和
元
年
十
一
月
二
十
五
日
受
附
）

《
編
輯
者
よ
り
／
次
頁
に
畫
像
を
附
け
ま
し
た
。》

四
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